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高力価抗HTLV-1ヒト免疫グロブリン製剤による経胎盤HTLV-1感染予防

・HTLV-1  (ヒトT細胞白血病ウイルス1型)の母子感染予防薬として
HTLV-1 は主に母乳によって感染するが，完全人工乳でも3%の
母子感染が認められ，経胎盤感染などの予防が求められる。

・ワクチンとグロブリン製剤により母子感染を完全阻止する
・水平感染予防・その他感染予防薬として世界的にも必要。

◼研究者情報

◼研究アイディア・技術シーズ

◼今後の計画等

◼研究概要図

◼ 研究の独自性・優位性
新興・再興感染症対策では回復者血漿や回復者血漿由来のグロブ

リン製剤が必須となる。高力価抗HTLV-1ヒト免疫グロブリン製剤
は原料血漿がHTLV-1陽性者由来血漿というだけで，通常の免疫グ
ロブリン製剤の製法を用いているため，迅速に承認が可能であると
ともに，様々な感染症においても有用である。

◼ 新規抗原デザイン、適切な動物モデル、モダリティ等
HTLV-1陽性者由来 高力価免疫グロブリン製剤

◼ 主要成果
in vitroでは完全に感染予防阻止効果を有し，ヒト化マウスによる

HTLV-1感染モデルでも100%の感染予防効果を有する。また感染後
投与モデルでも血中ウイルス量を有意に減少させる。ニホンザルを
用いた非臨床試験でも血中ウイルス量を有意に減少させ，また安全
であることも確認済みである。現在，準GMPレベルの製造を行い，
その有効性・安全性を最終検証中である。
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・ニホンザルでの前臨床 → 企業導出を目指す
・さらにポリクローナル抗体の内，HTLV-1の中和活性を有するエピ

トープの同定を試み，モノクロナール抗体製剤へのブリッジング
も同時に行なっている。

・新興・再興感染症回復者由来の高力価グロブリン製剤製造法へ応用

◼背景・解決したい課題

【予防薬/治療薬】：HTLV-1  (ヒトT細胞白血病ウイルス1型)

in vitro評価, ヒト化マウス, ニホンザル を用いて有効性・安全性評価
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